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研究の背景及び目的

強誘電体は、電場で反転可能な自発分極を持ち、⾼誘電率、焦電性、圧電性
を兼ね備える材料で、メモリー、コンデンサ、熱的赤外線センサ、スピーカ
ー、マイク、アクチュエータなどに応⽤されています。近年は、光起電⼒効
果の応用に注目が集まっています。しかし、⼀部の特性には履歴や疲労、若
返りという現象があるために実際の使⽤に際して使いにくいところがありま
す。これらのメカニズムを解明するために物理的特性の精密測定を⾏い、材
料の結晶構造との関連性を明らかにするのが⽬的です。

期待される効果・応用分野

電気材料、電気機械変換素⼦の測定および研究開発
新素材の電気的特性の測定
電気で特性を変化できる素⼦の研究開発
脳型コンピュータ・制御装置の研究
最⾼温度ロガー

■ 共同研究・特許など
硫酸グリシンの横電場効果に関する研究（ポーランド・シレジア⼤学）
学⽣実験⽤硫酸グリシン単結晶の提供（私⽴⼤学）
ロッシェル塩単結晶の⾳響素⼦応⽤（国内企業）
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